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春春
のの
火火
災災
予予
防防
運運
動動

　急病や交通事故など医師の治療を受けなければ生命に危

険が及び、迅速に搬送する適当な手段がない傷病者を、救

急車は２４時間

いつでも安全

に医療機関な

どへ搬送しま

す。しかし、

緊急事態に誰

もが利用でき

る救急車の台

数には限りが

あります。

　救急車の出

場件数は年々

増えています。

し
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ら
し
の
高
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は
隣
近
所
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方
が
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け
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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り
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え
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す
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う
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地
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く
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日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
方
と
交
流

を
し
、
住
民
同
士
の
連
帯
感
と
防

火
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と
い
う
と

き
は
お
互
い
に
協
力
し
、
被
害
を

小
さ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　消防本部では、休日・夜間の病院情報（場所・診療科目

等）を案内しています。

　また緊急性がない通院・受診、入退院や病院間の転院搬

送等の際に民間救急やタクシーをご利用ください。

「
火
は
見
て
る 
あ
な
た
が
離
れ
る 
そ
の
時
を
」
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　救急車は、最善を尽くして、現場に迅速に到着しようと

努力しています。これだけ多くの出動件数の中には、残念

ながら、本当に救急車が必要であったのかと疑問に思う事

例もあります。例えば、「風邪をひいたとき」「歯が痛むと

き」「突き指をしたとき」「首を寝違えたとき」といった軽

い症状の場合には、本当に救急車を呼ぶ必要があるのかど

うか考えてください。

　また、緊急性がなく自分で病院に行ける場合や定期的な

通院などでは、タクシー代わりに救急車を要請することは

控え、一般の交通機関を利用しましょう。

（抄　政府広報オンライン）

　１７年中のデータでは、救急車で搬送された方の約５２％は、

入院の必要のない軽症者でした（表２参照）。

　東京消防庁により実施された消防に関する世論調査（１８

年）によると、救急車を呼んだ理由として、「自力で歩ける

状態でなかった」（５２．０％）、「生命の危険があると思った」

（２８．８％）を挙げている方が多くを占めます。しかし、中

には、「夜間・休日で診察時間外だった」（１６．６％）、「どこ

の病院に行けばよいかわからなかった」（８．１％）、「救急車

で病院に行ったほうが優先的に診てくれると思った」

（４．１％）といった救急車を呼ぶ理由として不適切な回答も

少なからずありました。

　「救急車に乗れば急患扱いで待たずに受診できる」という

思い込み、「無料で病院を選んで運んでくれる」といった倫

理観の欠如により、救急車を利用している方がいるのです。

表２　１７年中の救急自動車
による傷病程度別搬送人員
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住宅防火いのちを守る
７つのポイント 

　①寝たばこは、絶対やめる

　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用

する

　③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消

す

　④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置す

る（２２年４月１日より既設住宅にも設置義務化されます）
　⑤寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使

用する

　⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など

を設置する

　⑦お年寄りや身体の不自由な方を守るために、隣近所

の協力体制をつくる

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を

　

い
ざ
火
災
が
起
き
る
と
、
慌
て

て
し
ま
い
何
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
や
事
業

所
で
行
う
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
を
火
災
か
ら 

守

ろ

う

　

火
災
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亡
く
な
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半
数
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高
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者
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歳
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上
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で
す
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そ
こ
で
、
①
高
齢
者
の
部
屋
は
、

一
方
向
だ
け
で
な
く
、
二
方
向
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

このままでは、本

当に迅速な救急救

命処置、医療機関

への搬送が必要な

重症患者のもとへ

救急車の到着が遅

れ、助かる命を救

えなくなる可能性

があります。

１９年度防火ポスター最優秀賞　下里中学校　丹間結貴さんの作品

１７年中は約５２８万件で、１０年前と比較し６１％の増加です。

国民の２５～２６人に一人が、年に１回救急車を呼んでいると

いう計算になります。それに比較し、救急隊の増加は１０年

間で約８％と、救急車の需要と供給のバランスが崩れてい

るのです（表１参照）。

　通常、１１９番の出場要請を受けると、現場を管轄する最

寄りの救急隊が出場します。一つの管轄で要請が重なった

場合には、遠方にある別の救急隊が出場することになり、

現場への到着が遅れてしまいます。このように出場要請が

増えたことに加え、交通渋滞も深刻化しています。その結

果、１１９番を受けてから救急車が現場に到着するまでの時間

は全国平均で６．５分と、１０年前に比べ０．５分延びています。　

　近年、全国で救急車の出場件数が急増しています。救急

車を要請した人の約半数は、入院の必要のない軽症者でし

た。実際、以前に比べ救急車が現場に到着するまでの時間

が長くなっており、このような状況では一分一秒を争う生

命の危険にある傷病者への対応が遅れてしまう恐れがあり

ます。

表１　救急隊員数と救急出場件
数の推移

　東京民間救急コールセンター
　民間救急に関する問い合わせ
★ナビダイヤル＝�０５７０・０３９・０９９
★ＰＨＳ等ナビダイヤルが使用でき
ない場合＝�０３・３２６２・００３９

　身近で、自分に、もしもの場合を想定し、救え
る命を守るために、救急車の適正な利用について
考えてみてはいかがでしょうか。
　詳しくは消防本部�４７１・０１１９へ。

民間救急をご利用ください民間救急をご利用ください

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災
予
防
運
動

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
光
で
知
ら

せ
る
も
の
、
音
で
知
ら
せ
る
も
の
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す

　
「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が

離
れ
る　

そ
の
時
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
３
月
１
日
（
土
）

〜
７
日
（
金
）
の
１
週
間
、
全

国
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
で
も
防
火
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課

指
導
調
査
係�
４
７
１
・
０
１

１
９
へ
。

搬送人員数
4,955,976人

軽症
2,579,910人
52.1％

軽症
2,579,910人
52.1％

軽症
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52.1％

中等症
1,816,674人
36.6％
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36.6％

中等症
1,816,674人
36.6％

重症
482,207人
9.7％
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重症
482,207人
9.7％

その他　8,717人
0.2％
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0.2％

死亡　68,468人
1.4％
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1.4％
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増える救急車の出場件数 
救急車で搬送された傷病者の約半数が軽症 

救急車を呼ぼうか迷ったときには、
よく考えましょう
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